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下水道って
　　　なあに？
　岩出市では、都市生活の基盤づくりのために、

道路や公園など多くの公共施設を整備していま

すが、私たちのくらしをより快適にするために、

県の紀の川中流流域下水道整備事業に合わせ、

市の公共下水道の整備を実施しています。これ

から、下水道に関する知識をすこしづつですが、

皆さんと一緒に学んでいきましょう。

　し尿（大便や小便）をバキュームカーでく
み取りするくみ取り式トイレは、下水道の整
備により、水洗トイレにしていただけます。

　私たちが使った汚れた水は、下水道に流す
ことで、悪臭を少なくし、ハエや蚊などの発
生をおさえ、衛生的な生活ができるようにな
ります。

　私たちの使った汚れた水は下水道管を流れ、
下水処理場（那賀浄化センター）できれいに
しますので、春日川、根来川、住吉川及び紀
の川など大きな川や身の廻りの水路をきれい
にします。

下水道事業に関するお問い合わせ、
ご質問・ご意見は

下記の連絡先までお問い合わせください。
下水道課（内線333、334）

「下水道の役割」１時間目
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夏
は
暑
さ
の
為
に
食
欲
が
減
退

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
が
不

足
し
が
ち
で
す
。
そ
の
う
え
高
温

多
湿
の
気
候
に
加
え
、
冷
房
設
備

の
普
及
・
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な

ど
夏
バ
テ
の
原
因
も
複
雑
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
時
期
は
、
気
温
の
上

昇
に
伴
い
、
細
菌
性
の
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
く
、
八
月
に
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
早
め
に
予
防

対
策
を
と
り
、
こ
の
夏
を
元
気
で

乗
り
切
る
為
に
、
夏
バ
テ
を
防
ぐ

食
生
活
と
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

夏
バ
テ
予
防
の
食
生
活
に
つ
い
て

•
一
日
三
食
規
則
正
し
く
食
べ
る

　

食
欲
が
な
い
時
は
少
量
で
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
。

•
蛋
白
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る

　

体
を
作
る
上
で
重
要
な
栄
養
素

で
、
様
々
な
抵
抗
力
も
つ
け
て

く
れ
る
の
で
、
消
化
の
い
い
蛋

白
質
を
肉
・
魚
・
卵
・
牛
乳
・

乳
製
品
・
豆
腐
な
ど
か
ら
摂
る
。

•
疲
労
回
復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
を
摂
る

　

豚
肉
・
レ
バ
ー
・
う
な
ぎ
・
豆

腐
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
。

　
　

ま
た
、
に
ん
に
く
・
に
ら
・

玉
ね
ぎ
は
水
に
溶
け
に
く
く
熱

に
も
強
い
状
態
の
ビ
タ
ミ
ン
B1

を
含
ん
で
い
る
の
で
ス
タ
ミ
ナ

源
と
し
て
お
勧
め
。

•
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ
る

　

ビ
タ
ミ
ン
B1
・
ビ
タ
ミ
ン
B2
・

カ
ロ
チ
ン
な
ど
が
多
く
含
ま
れ

夏
バ
テ
予
防
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ

ル
成
分
が
多
い
。

•
冷
た
い
飲
み
物
に
注
意
す
る

　

冷
た
い
飲
み
物
の
摂
り
す
ぎ
は

胃
液
分
泌
が
低
下
し
、
食
欲
不

振
に
な
る
の
で
気
を
つ
け
る
。

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

㈠
食
品
の
購
入

•
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
表

示
あ
る
も
の
は
消
費
期
限
を
確

認
。生
鮮
食
品
は
最
後
に
買
い
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
す
ぐ
に

持
ち
帰
る
。

㈡
家
庭
で
の
保
存

•
冷
蔵
・
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は

す
ぐ
冷
蔵
（
10
℃
以
下
）・
冷

凍
庫
（
-15
℃
以
下
）
に
保
存
し

早
い
目
に
使
い
切
る
。

㈢
下
準
備

•
手
を
し
っ
か
り
洗
う
。

•
肉
や
魚
の
汁
が
生
で
食
べ
る
も

の
や
、
調
理
品
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

•
生
の
肉
・
魚
を
切
っ
た
包
丁
や

ま
な
板
は
熱
湯
消
毒
後
に
再
使

用
す
る
。

•
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け
電
子

レ
ン
ジ
や
冷
蔵
庫
で
解
凍
す

る
。（
室
温
で
の
解
凍
は
や
め

る
）

•
包
丁
・
食
器
・
ま
な
板
・
ふ
き

ん
・
た
わ
し
・
ス
ポ
ン
ジ
な
ど

は
使
用
後
洗
剤
と
流
水
で
よ
く

洗
う
。

㈣
調
理

•
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十

分
に
加
熱
す
る
。（
中
心
の
温

度
が
75
℃
で
一
分
間
が
目
安
）

•
調
理
途
中
の
食
品
を
室
温
に
長

時
間
放
置
し
な
い

　
（
一
般
的
な
食
中
毒
は
10
〜
20

分
で
２
倍
に
増
え
る
）

㈤
残
っ
た
食
品

•
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
器

具
・
皿
で
保
存
す
る
。

•
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
食
品
は
思

い
切
っ
て
捨
て
る
。

•
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
は

十
分
に
加
熱
す
る
。（
75
℃
以

上
）

　

以
上
の
事
に
気
を
つ
け
て
暑
い

夏
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）

が
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
で
起
り
ま
す
。

通
常
夏
期
に
流
行
し
、
６
月
頃
か

ら
徐
々
に
増
加
し
始
め
７
月
か
ら

８
月
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
年
は
例
年
よ
り
早
い
時

期
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国

的
に
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
感
染
す
る
と

特
別
な
治
療
法
は
な
く
、
出
て
い

る
症
状
に
対
し
て
の
治
療
と
な
り

ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
左
記
予

防
方
法
に
気
を
つ
け
、
感
染
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

○
症
状

　

発
熱
（
38
〜
39
℃
）

　

咽
頭
炎
（
の
ど
の
痛
み
）

結
膜
炎
（
充
血
、
目
の
痛
み
、

ま
ぶ
し
い
、
涙
が
出
る
、
目
や

に
が
増
え
る
）

○
予
防
方
法

•
流
行
時
に
は
流
水
と
石
鹸
に
よ

る
手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行
す

る
。

•
感
染
者
と
の
密
接
な
接
触
を
避

け
る（
タ
オ
ル
な
ど
別
に
使
う
）

•
プ
ー
ル
か
ら
あ
が
っ
た
時
は

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
目
を
し
っ

か
り
洗
い
、
う
が
い
を
す
る
。

夏
バ
テ
を
防
ぐ
食
生
活
と

　
　
　

  

食
中
毒
予
防
に
つ
い
て
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社会のいろいろな面で男女不平等な点があるとすれば、その原因はどこにあるとお考えですか。
（２つまでに〇を）

学校の中で男女平等をすすめるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（あてはまるものすべてに〇を）

　岩出市では、平成 14年度に、「あらゆる分野で女性と男性が対等のパートナーとして参画し、いきいきと暮らせる社会」
とはどのようなものであるかを把握するために住民意識調査を実施し、その調査結果をふまえて、平成 16年３月に「岩出
町男女共同参画プラン」を策定し、推進・啓発をおこなってきました。今年度、このプランの見直しをするにあたり、平成
17年度に改めて住民の皆様方のご意見をお聞きするための住民意識調査を実施しました。その調査結果の一部について前
回調査結果と比較してお知らせします。

あなたの年齢は？

配布数 有効回収数 有効回収率 男　性 女　性 無回答
2,500 971 38.8％ 44.7％ 54.9％ 0.4％

男女共同参画に関する

住民意識調査（アンケート）結果のお知らせ

0 5 10 15 20 25（％）

20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
無回答

10.7%
18.4%

16.6%
21.2%

13.1%
0.5%

19.5%

男女の役割のちがい
社会的なしきたりやならわし

法律や制度上
女性の自覚不足、理解不足
男性の自覚不足、理解不足
男女の身体的・生理的な差
男女不平等な点はない

わからない
その他

0 5 10 15 20 25 30（％）

25.5%
25.6%

5.4%
6.4%

5.7%
6.3%

9.5%9.5%
10.4%

0.9%
1.1%

1.4%
0.1%

3.2%
2.1%

19.0%
18.3%

29.6%
29.7%

今回
前回

人権の尊重についての教育をすすめる

小学校の低学年から系統的にジエンダー教育を行い
「ジエンダー」は人間の尊厳に関わるものであることを教える
女の子にも男の子にも基本的な教育として、働くことの
意義を教える

女の子にも男の子にも基本的な教育として、家庭科教育を
すすめる

進路指導は性差ではなく、個人の能力、個性、希望を重んじる

教職員の男女平等教育に関する認識を深める

その他

0 5 10 15 20 25 30（％）

20.2%
20.3%

17.6%
16.8%

2.6%
0.6%

13.1%13.1%
14.9%

25.1%
24.3%24.3%

13.4%13.4%
13.8%13.8%

8.0%
9.3%9.3%

今回
前回
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こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届け出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

　ここに掲載した調査結果は、調査させていただいた項目の中の主なものを抜粋したもので、このほかにもたくさんの項

目についてお聞きしています。中には男女共同参画意識が大きく変化している項目もありましたが、全体的な結果としま

しては、住民意識は前回の調査結果と比べて、ほとんど変化はみられませんでした。これらの調査結果をふまえ、更なる

推進・啓発を行うため、今回お聞かせいただいた皆様の声を反映した新プランの策定を進めてまいりたいと考えています。

ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。

結婚や出産、子育てに際して、あるいは、介護をしなければならなくなったときに、女性も男性も
働き続けるようにするためには、どのようなことが必要だと思いますか。（３つまでに〇を）

保育制度の充実
介護保険制度の充実

労働時間の短縮や休暇制度の普及
昇進・給与等のシステムの改善

管理職の意識改革

家族の理解と協力

その他

家事・子育て・介護への男女の共同参画

育児・介護休業制度（病気の看護・介護など）の充実

柔軟な勤務形態の導入（フレックスタイム制や在勤勤務など）

0 5 10 15 20（％）

12.8%
12.9%

2.1%
2.2%

1.9%
0.3%

4.5%4.5%
4.4%4.4%

10.8%
10.4%

14.0%14.0%
15.7%

9.0%9.0%
8.0%

9.3%9.3%
10.7%

17.4%
16.8%

18.1%
18.6%

今回
前回
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まちのホットな情報を届けます

　

平
成
18
年
度
岩
出
市
「
敬
老

会
」
を
、
９
月
17
日
㈰
正
午
か
ら

市
民
総
合
体
育
館
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

本
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和
12

年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
平
成
18
年
８
月
１
日
現
在
岩

出
市
内
に
在
住
の
方
で
す
。

　

当
日
は
、
漫
才
や
歌
謡
な
ど
の

演
芸
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

開
催
の
ご
案
内
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
職
員
が
８
月
中
旬
に
案
内

状
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
同
封

し
て
お
り
ま
す
ハ
ガ
キ
の
「
出

席
」・「
欠
席
」
の
い
ず
れ
か
に
〇

印
を
付
け
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
８
月
24
日

㈭
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
返
送
な
き
場
合
は
、

欠
席
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
へ
は
バ
ス
で
の
送

迎
が
ご
ざ
い
ま
す
。「『
敬
老
会
』

の
ご
案
内
」
裏
面
の
「
バ
ス
送
迎

計
画
表
」
を
参
考
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

※
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

長
寿
社
会
係

　
　
　
（
内
線
３
２
１
・
３
２
７
）

日
時　

９
月
３
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

会
場　

市
内
６
小
学
校（
運
動
場
・

体
育
館
）、
船
山
地
区
公

民
館

内
容　

午
前
８
時
30
分
、
地
震
発

生
を
想
定
し
た
防
災
行
政
無

線
放
送
を
合
図
に
、
住
民
の

み
な
さ
ま
は
訓
練
会
場
（
各

小
学
校
運
動
場
等
）
に
徒
歩

ま
た
は
、
自
転
車
等
で
避
難

訓
練
を
開
始
し
ま
す
。

　
　
　

そ
の
後
会
場
で
は
、
初
期

消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
応

急
救
護
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
の
講
習
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
日

頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
「
い
ざ
と

い
う
時
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う

心
構
え
を
も
っ
て
災
害
時
に
お
い

て
的
確
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
地
震
に
対
し
て
は
、
家
庭
や

地
域
に
お
い
て
も
、
平
素
か
ら
十

分
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ご
近
所
ご
家
族
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
多
く
の
み
な
さ
ま
が

訓
練
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
防
災
訓
練
実
行
委

員
会
事
務
局
（
総
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
３
）

岩
出
市
地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

「
敬
老
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

８月は、
「道路ふれあい月間」です。
　「道路」は、国民共有の財産です。
　みんなが道路と親しみ、ふれあい、常
に広く、美しく、安全に、共に楽しく利
用しましょう。

　　「和歌山県難病・子ども保健相談支援セ
ンター」では、難病患者や長期療養児等の
療養等に関する相談支援を行っています。
相談時間：午前９時～午後５時30分
　　　　　（土・日曜日、祝日は除きます。）
場　　所：和歌山県立医科大学附属病院　３階
Ｔ Ｅ Ｌ：０７３ー４４５ー０５２０
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体
育
施
設
清
掃
活
動
に

対
す
る
お
礼

　

５
月
28
日
に
少
林
寺
拳
法
の
岩

出
支
部
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
95

人
が
参
加
し
て
、
総
合
体
育
館
と

そ
の
周
辺
の
清
掃
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
丁
森
支
部
長
に
よ
る
と
、
子

ど
も
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
知
育
・
道
徳
・

体
育
を
含
め
た
調
和
の
と
れ
た
発

達
が
で
き
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
人
間

に
成
長
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か

ら
実
施
し
、
今
回
で
９
回
目
を
数

え
、
今
後
も
続
け
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

去
る
７
月
８
日
㈯
岩
出
市
立
体

育
館
に
お
い
て
、
岩
出
市
地
域
活

動
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
市
内
各
地
区
の
子
ど

も
会
ご
と
に
結
成
さ
れ
た
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
が

続
く
中
、
子
ど
も
た
ち
は
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
通
じ
交
流
の
輪
を
広
げ

ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優　

勝　

北
大
池
グ
リ
ー
ニ
ー
ヒ

ル
子
ど
も
会
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

紀
泉
台
父
母
子
ど
も
会

第
３
位　

岡
田
・
溝
川
父
母
子
ど

も
会
Ｂ
チ
ー
ム

第
３
位　

コ
ス
モ
岩
出
父
母
子
ど

も
会
Ｂ
チ
ー
ム

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
３
日
㈪
早
朝
か
ら
、
岩
出

駅
前
に
お
い
て
「
第
56
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
事
業

と
し
て
、
中
芝
市
長
を
は
じ
め
、

岩
出
市
保
護
司
会
、
岩
出
市
更
生

保
護
女
性
会
、
岩
出
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
、
那
賀
青
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方
に
よ
り
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成18年４月に
「和歌山地方税回収機構」
が設立されました。

　この回収機構は、税の公平性の確保
と、滞納額縮減を図るため、再三の催
告に応じない案件や滞納額が高額な案
件などの事案を引き受け、財産の差押
や差押財産の公売などの滞納処分を前
提に滞納整理を行う広域的な組織であ
ります。
（機構の概要）
⒈名　称
　和歌山地方税回収機構
⒉所在地　和歌山市内
⒊対象税金
市県民税・固定資産税・軽自動車税・
国民健康保険税他

⒋業務内容
財産調査・財産の差押・差押財産の
公売他

（組織）
　機構の職員は、市町村と県からの派
遣職員で構成され、より専門性の高い
滞納整理を行うため、国税経験者、弁
護士などを顧問として配置し、アドバ
イスを受けます。
（機構の活動）
　市町村から、再三の催告に応じない
案件や滞納額が高額な案件などの事案
を引き受け、敏速に対応し滞納整理を
行います。
　機構では、広域的な財産調査により、
換価しやすい財産を差押し、速やかに
滞納処分を行います。
　また、差し押さえた不動産等の公売
も行います。

○
岩
出
市
巡
回
バ
ス

○
紀
の
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

平
常
ど
お
り
運
行
い
た
し
ま
す
。

○
大
阪
方
面
路
線
バ
ス
（
岩
出
〜
樽
井
線
）

　

８
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫
は
、
土
・
休
日
用
ダ
イ

ヤ
で
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
部
総
務
課　

☎
62
ー
２
１
４
１

　
　

和
歌
山
バ
ス
那
賀
㈱　

☎
75
ー
２
１
５
１

お盆期間中の
バス運行について

　

公
立
那
賀
病
院
の
一
般
内
科
診
療
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
方
に
大
変
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
公
立
那
賀
病
院
の
一
般

内
科
診
療
は
７
月
か
ら
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
那
賀
病
院
事
務
局　

☎
77
ー
２
０
１
９

那賀病院の
一般内科診療を再開

NEWS IWADE
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう　ごみのないまち　きれいなまち

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

犬
・
猫
の
飼
育
は

飼
い
主
の
責
任
と
愛
情
で

◎
犬
は
、
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
！○

犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
引
き
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の

首
輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、

「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
迷

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う
！○

排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ

等
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。（
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ

う
。）

○
散
歩
中
「
ふ
ん
」
を
し
た
時

は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

◎
泣
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え

て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

　去る、７月 9日㈰午前８時から、紀の川岩出

橋周辺の右岸と左岸、中島右岸周辺、根来寺周

辺及び緑化センター周辺の５か所において、「第

15回クリーン缶トリー運動イン岩出」を実施し

ました。

　この運動は、市民が一体となって美化運動に

取り組み、ごみのないまち、・きれいなまち・

美しいふるさとづくりを推進し、環境美化運動

への認識を深めるとともに、愛着のもてるふる

さとづくりに貢献することを目的として開催し

ました。

　当日は、多数の皆さんの積極的なご参加とご

協力のお陰を持ちまして、盛会裡に終わること

ができました。

　市といたしましては、日頃からごみの分別収

集を実施し、ごみの減量化とリサイクルの推進

に努めているところであり、皆様方のご支援・

ご協力によりまして、その成果も顕著に見られ、

自然環境や生活環境に好ましい影響をもたらし

ているものと、ありがたく感謝いたしておりま

す。今後も皆様方には市環境行政に、より一層

のご理解とご協力をお願いいたします。

第15回
クリーン缶トリー運動イン岩出
にご協力ありがとうございました。
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みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

8 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 8月 ２ 日・16日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 8月 ９ 日・23日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

ごみのことで判らないことがあれば、お気軽にお問い合わせください。

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、
第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなり
ません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料
処理）（廃掃法および条例）

　平成 18年 4月 1日より岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合
は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等住所確認ができる
証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様
方のご理解とご協力をお願いいたします。

ご
み
の

ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
！

不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道

路
な
ど
に
捨
て
た
場
合
に

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

「
空
き
地
等
の
雑
草
除
去

に
つ
い
て
」
の
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂

し
ま
す
と
、
住
環
境
や
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の

で
、
空
き
地
の
所
有
（
管
理
）

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ

て
雑
草
除
去
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

持ち込み搬入時の車両運行については、十分注意してください。
持ち込み車両の駐車位置は、ロータリー植え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

生活環境のページ
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400

保保健健推推進進
だだよよりり

麻しん、風しん予防接種の麻しん、風しん予防接種の
制度が再び変わりました !!制度が再び変わりました !!
　平成 18 年 6月 2日付けで法令の改正があり、麻しん、風しん予防接種
制度が以下のように変更されました。

１　年長児相当のかた（５歳以上７歳未満で小学校に入学する前年度
１年間）が麻しん風しん混合予防接種の対象となりました。（過去
の接種暦は問いません。）

２　麻しん、風しんの単独予防接種も定期接種の予防接種として利用
できるようになりました。

〈２回接種導入の経緯〉
　麻しん（はしか）や風しんは幼児期早期にかかってしまうことが多いため、麻しんと
風しんの予防接種は、お母さんからの免疫がなくなる１歳以降なるべく早期に接種する
ことが、お子さん自身の予防だけでなく、社会全体の感染症の予防のため大変重要です。
　従来は、麻しんと風しんワクチンを１回ずつ接種していましたが、４月からは麻しん
風しん混合予防接種（ＭＲワクチンと呼ばれています）を使用することで麻しん風し
ん予防接種は一度ですむようになります。さらに、より高い予防の効果を得るためには、
２回接種を新たな制度として導入し、お子さんが大きな集団生活（小学校）を始める
前に接種することが望ましいため、小学校就学前の１年間に２回目の接種を行うこと
になりました。

【２歳から年中児の内、麻しん、風しん予防接種の両方あるいは一方を接種していないかたへ】
　平成 18年 6月 2日予防接種法施行例の一部改正により、2歳から年中児の幼児に対し、保護者が

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン、麻しん・風しん単独ワクチンの接種を希望される場合は、任意

接種（予防接種法に基づかない予防接種）となりますが、公費で接種を受けられるようになりました。

（これまでに麻しんや風しんにかかったことがないかたが対象です。）接種を希望される場合は、申請

が必要になりますので保健推進課までご連絡ください。

【新しい麻しん、風しんの予防接種制度】
☆接種期間と回数
●これまで麻しんや風しんにかかったことのないお子さんは、１期、２期の期間にそれぞれ麻しん風しん
混合ワクチンを１回づつ接種してください。

●麻しん又は風しんにかかったことが明らかなかたは、麻しん風しん混合ワクチンを定期接種として利用す
ることはできませんので、かかっていないほうの単独ワクチンを１期、２期に１回づつ接種してください。
☆実施場所
　岩出市、紀の川市の予防接種実施医療機関（必ず予約して接種してください。）
☆持ち物
予防接種無料券（平成 17年４月以前に生まれたかたで、第２期を接種される年長児相当のかたは必要あ
りません。）麻しん風しん混合ワクチン予診票、母子健康手帳

☆麻しん、風しん単独ワクチン希望のかたへ
万一、麻しん風しん混合ワクチンを接種されるまでに、麻しんまたは風しんにかかっていたり、何らか
の理由により、混合ワクチンではなく単独ワクチン接種を希望されるかたは、単独ワクチン予診票が必
要となりますので、保健推進課までご連絡ください。

1 期 2期

生後 12か月（1歳）～ 24か月（2歳）未満 5歳以上 7歳未満で小学校に入学する
前年度 1年間（年長児相当）



平成18年8月 平成18年 9月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
28日㈪

H18 年 4 月生まれ
25日㈪

H18 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

29日㈫ 26日㈫

7か月児
22日㈫

H18 年 1 月生まれ
19日㈫

H18 年 2 月生まれ 13:00 ～ 13:15
23日㈬ 20日㈬

1歳8か月児
8日㈫

H16 年 12 月生まれ
12日㈫

H17 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:15
9日㈬ 13日㈬

3歳6か月児
11日㈮

H15 年 1 月生まれ
15日㈮

H15 年 2 月生まれ 13:00 ～ 13:30
18日㈮ 22日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
8日㈫

H17 年 9 月生まれ
12日㈫

H17 年 10 月生まれ 9:00 ～ 9:30
9日㈬ 13日㈬

2歳6か月児
11日㈮

H16 年 1 月生まれ
15日㈮

H16 年 2 月生まれ 9:00 ～ 9:30
18日㈮ 22日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

21日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

11日㈪
沐浴実習
産後うつについて
子どもの心をそだてるために

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

BCG 2日㈬

〈通知〉
平成18年 4月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

4日㈪

〈通知〉
平成18年 5月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

13:00 ～ 14:00

栄
養
教
室

離乳食 24日㈭ 離乳食 21日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

セ
ッ
ト
検
診

基 本 健 診

胸 部 検 診

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

1日㈫
2日㈬
3日㈭
4日㈮
7日㈪
10日㈭
14日㈪
15日㈫
16日㈬
17日㈭
30日㈬
31日㈭

事前に申込みされた
方に個別通知

21日㈭

26日㈫

27日㈬

28日㈭

29日㈮

事前に申込みされた
方に個別通知

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

7日㈪
25日㈮

機能訓練室のフリー
開放

4日㈪
22日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

8月2日㈬ スーパーネゴロ 9月9日㈯
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～69歳）
65 歳以上の方は 60 ～ 64 歳
の時に1回でも経験のある方

8月12日㈯
ミレニアシティ
オークワ

9月15日㈮ 那賀高校と市役所

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年8月、平成18年9月）

保健推進だより

11 広報いわで　2006.8
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介護保険の
ご案内
問い合わせ先

保険年金課介護保険係
（内線 189・196）

　要介護・要支援と認定された方で、介護保険のサービスを受けるには、ケアプラン
の作成が必要です。ケアプランの作成からサービス利用までの流れは、要介護１～５
（経過的要介護含む）の方と要支援１・２の方で違います。今月は、ケアプラン作成
からサービス利用までの流れをご紹介します。

利用するサービスの種類や内容、１ヶ月のサービスの組み
合わせ、利用者負担額などが記載された計画のことです。
要介護１～５の方のケアプランは居宅介護支援事業者のケ
アマネジャーが作成し、要支援１・２の方のケアプランは
地域包括支援センターの保健師等が作成します。

介護支援専門員のことで、介護の知識を
幅広く持った専門家です。ケアプランの
作成や、介護を必要とする人の相談に応
じたり、サービス事業者との連絡・調整
を行ったりします。

ケアプランとは？ ケアマネジャーとは？

　ケアプランは、利用者の自立支援のために作成されるものです。ケアプランについての知識を身に付け、あ
なたに合った介護サービスを利用しましょう。

ケアプランの作成手順

居宅介護支援事業者のケアマネジャー
にケアプランの作成を依頼し、事業者
と契約を結びます。

〈要介護1～5・経過的要介護の方〉 〈要支援１・２の方〉

地域包括支援センターの保健師等にケ
アプランの作成を依頼し、地域包括支
援センターと契約を結びます。

※居宅介護支援事業者とは、ケアマネジャー
を配置した事業者で、都道府県の指定を受け
ています。
※施設を利用希望の方は直接施設へ申し込む
か、ケアマネジャーに相談すると施設を紹介
してもらえます。

　岩出市では、地域包括支援センターを岩出市
役所内に設置しています。新たに要支援１・２
と認定された方は、岩出市地域包括支援セン
ターまでご連絡ください。
※ケアプランの作成を地域包括支援センターから
居宅介護支援事業者に委託する場合もあります。

事業者と契約したら「居宅サービス計
画作成依頼届出書」を保険年金課介護
保険係へ提出してください。

地域包括支援センターと契約したら「介
護予防サービス計画作成依頼届出書」
を保険年金課介護保険係へ提出してく
ださい。※居宅介護支援事業者に代行を依頼できます。

ケアプランを作成します。 ケアプランを作成します。
•ケアマネジャーに直接訪問してもらい、現
在かかえている問題点や課題を把握しても
らいます。

•ケアマネジャーを中心として、本人や家族、
サービス事業者も参加し、意見交換などを
行い、本人の希望や心身の状態を考慮しな
がらケアプランを作成していきます。

•ケアプランの内容が希望どおりかなど確認・
同意し、サービスを行う事業者と契約しま
す。

•利用者の心身の状態を把握し、課題を分析し
ます。
•保健師等が利用者本人や家族と相談しなが
ら、目標を設定してそれを達成するためのプ
ランを作成します。

ケアプランにもとづきサービスを利用
します。

ケアプランにもとづきサービスを利用
します。

一定期間ごとに効果を評価し、プラン
を見直します。
　利用者の状態が改善されているか、あらか
じめ設定した目標を達成しているかなどを評価
し、ケアプランを見直します。

1

2

3

4

1

2

3

4

5

第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収　納期

平成18年度介護保険料第３期分の期限は、8月 31日㈭です。
期日に遅れないようにお納めください。
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岩
出
警
察
署
通
信

 

岩
出
市
内
で
は
昨
年
１
５
６
件

の
車
上
ね
ら
い
が
発
生
し
て
お

り
、
今
年
も
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
間
で
47
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

泥
棒
は
、
車
内
に
カ
バ
ン
等
が

あ
る
の
を
見
付
け
る
と
、
石
な
ど

で
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
を
鍵
穴
に
差
し
込
む
な
ど
し

て
ド
ア
を
簡
単
に
開
け
、
あ
な
た

の
大
事
な
カ
バ
ン
等
を
盗
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

〈
防
犯
ポ
イ
ン
ト
〉

①
車
内
に
カ
バ
ン
や
貴
重
品
を
置

か
な
い
。

②
ト
ラ
ン
ク
に
も
貴
重
品
を
入
れ

な
い
。

③
少
し
の
間
で
も
ド
ア
ロ
ッ
ク
す

る
。

④
明
る
く
見
通
し
の
良
い
位
置
に

駐
車
す
る
。

⑤
「
私
は
大
丈
夫
」
と
考
え
な
い
。

＊
子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

①
川
や
海
で
の
水
遊
び
で
は
、
絶

対
に
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い

こ
と
。

＊
警
察
官
Ｂ

　

申
込
受
付
期
間

　
　

７
月
31
日
〜
８
月
11
日

　

第
１
次
試
験
日　

９
月
17
日

　

第
２
次
試
験
日　

10
月
中
旬

＊
受
験
資
格
…

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

＊
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒

業
し
た
人
又
は
平
成
19
年
３
月

末
ま
で
に
卒
業
見
込
の
人
は
除

く
＊
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
試

験
案
内
と
申
込
書
を
、
岩
出
警

察
署
、
各
交
番
・
駐
在
所
で
お

受
け
取
り
下
さ
い
。

　

岩
出
市
内
で
は
、
自
転
車
や

オ
ー
ト
バ
イ
と
い
っ
た
乗
り
物
の

盗
難
被
害
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

被
害
の
多
く
は
、
Ｊ
Ｒ
岩
出
駅

や
ミ
レ
ニ
ア
シ
テ
ィ
な
ど
の
ス
ー

パ
ー
や
、
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
、

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪

②
日
頃
か
ら
危
険
な
場
所
を
教
え

て
お
く
。

③
危
険
な
場
所
に
は
、
柵
を
設
け

る
な
ど
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
供
を
守
る
。

③
閉
店
後
の
店
内
に
、
金
品
を
置

い
て
帰
ら
な
い
。

場
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

〈
防
犯
ポ
イ
ン
ト
〉

①
自
転
車
は
、
鍵
を
二
重
ロ
ッ
ク

に
す
る
。

②
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
抜
き
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

を
掛
け
、
更
に
チ
ェ
ー
ン
錠
や

Ｕ
字
ロ
ッ
ク
を
掛
け
る
。

　

留
守
中
の
家
に
浸
入
し
て
金
品

を
盗
む
「
空
き
巣
」
や
、
閉
店
後

の
店
等
に
浸
入
し
て
金
品
を
盗
む

「
出
店
荒
し
」
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

盛
夏
に
、
窓
を
開
放
す
る
機
会

が
増
え
、
ま
た
、
農
家
の
ご
家
庭

で
は
農
繁
期
に
入
り
、
家
を
空
け

る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
外
出
の
際
は
必
ず
戸
締
ま
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
防
犯
ポ
イ
ン
ト
〉

①
夜
間
人
影
に
反
応
し
て
点
灯
す

る
防
犯
灯
を
つ
け
た
り
、
補
助
錠

を
つ
け
る
。

②
窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ
て
も
、
ガ

ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
な
フ
ィ

ル
ム
を
取
り
付
け
る
。

岩
出
署
管
内
の
概
況

　
　
　
　
　
（
７
月
12
日
現
在
）

　

件
数　

４
９
６
件
（
＋
31
件
）

　

死
者　
　
　

４
名
（
＋
２
名
）

↓
死
者
４
名
の
う
ち
３
名
は
高

齢
者

　

傷
者　

６
５
６
名
（
＋
65
名
）

交
通
事
故
の
特
徴

•
国
道
24
号

　

〜
全
発
生
件
数
の
約
22
％

•
交
差
点
周
辺
事
故

〜
全
事
故
の
約
６
割
が
交
差
点

の
追
突
、
出
会
い
頭
事
故

•
高
齢
者
事
故
が
増
加

〜
全
事
故
の
約
２
割
が
高
齢
者

事
故

•
飲
酒
事
故
・
高
齢
者
事
故
の
増

加
《
交
通
事
故
防
止
の
た
め
》

☆
交
差
点
周
辺
で
は
必
ず
安
全
を

確
認
し
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

☆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

〈
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
の
根

絶
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
〉

車
上
ね
ら
い
の
被
害
増
加
!!

警
察
官
募
集
!!
（
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
）

　

〜
只
今
、
申
込
書
受
付
中
〜

水
の
事
故
に
注
意
!!

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の

盗
難
被
害
増
加
!!

浸
入
盗
に
ご
用
心
!!

岩
出
警
察
管
内

で
交
通
事
故
が

増
加
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
は
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩

み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を

対
象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
2
週

間
前
か
ら
1
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

8
月
24
日
㈭

8
月
22
日
㈫

8
月
17
日
㈭

8
月
15
日
㈫

8
月
10
日
㈭

8
月
8
日
㈫

8
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

保育所の園庭を開放
しています。

　地域の親子交流の場として、

各市立保育所の園庭を開放して

います。ご利用ください。

○日　時

　毎週土曜日

　午前 10時～午前 11時 30分

○場　所　各市立保育所

おはなし会のお知らせ
場所：岩出図書館おはなし室

おはなしドロップス
　図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみなさ
んによるおはなし会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧く
ださい。
　平成 18年 8月 6日㈰
　　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け
　　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

おはなしのとびら
　朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおは
なし会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧く
ださい。
　平成 18年 8月 19日㈯
　　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け
　　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

児童手当申請受付中！
　児童手当は、小学校６年生までの児童を養育している方に支給されます。
　平成 18年４月１日から支給対象年齢がこれまでの小学校３年生までか
ら小学校６年生までに拡大され、併せて所得制限が引き上げられておりま
すので、福祉課（公務員の方は勤務先）で早めに手続きしてください。
　今回の改正により新たに該当する方は、平成 18 年 9月 30 日までに手
続きをしていただくと、特例的に平成 18年 4月 1日（または支給要件に
該当した日）にさかのぼって支給されます。なお、平成 18 年 10 月 1日
以降に申請した場合は、申請の翌月からの支給となります。
　詳しくは、市役所福祉課（公務員の方は勤務先）までお問い合わせくだ
さい。福祉課児童手当係　内線 323

児童扶養手当および特別児童扶養手当
受給者は現況届の手続きを

　現況届は、手当受給資格者が引き続いて手当を受給することができるか
どうかを確認するために、毎年一回手続きをしていただくものです。
　〈受付期間〉　8月 2日㈬～ 8月 15日㈫　土・日を除く
　　　　　　　午前９時から午後５時まで
　〈受付場所〉　市役所１階　第１会議室（Ｂ）
※現況届手続きの通知は、福祉課から送付いたしますので、必ず受付期間
内に手続きをしてください。
　現況届についてのお問い合わせは、福祉課　児 童 扶 養 手 当 係　338
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別児童扶養手当係　324
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第
１
回

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民

大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

広
く
市
民
の
総
意
を
結
集
し
、

次
代
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
の

家
庭
・
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
「
第
１
回
岩
出
市

青
少
年
育
成
市
民
大
会
」
を
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
18
年
９
月
２
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所

　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

　

小
ホ
ー
ル

○
内
容

　

優
良
活
動
団
体
の
表
彰
・
中
学

生
に
よ
る
「
少
年
の
主
張
」
作
文

発
表
・
講
演
会

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
地
区
育
成
会
の

活
動
状
況
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
内

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

事
務
局
（
内
線
２
８
３
）

◎
成
人
講
座
研
修

•
料
理
教
室

　
「
食
文
化
を
伝
え
よ
う
」

講
師
＝
井
爪
京
子
氏

日
時
＝
８
月
９
日
㈬

　
　
　

８
月
10
日
㈭

　
　
　

８
月
23
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

２
階
栄
養
指
導
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
人
権
講
座

講
師
＝
県
人
権
政
策
課
職
員

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
８
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
８
月
11
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
８
月
18
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
８
月
21
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
８
月
25
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室
受

講
生
募
集

第
３
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
入
力
・

文
書
の
作
成
・
編
集
・
印
刷

【
テ
キ
ス
ト
代
】
八
〇
〇
円

【
日
程
】
10
月
３
・
10
・
17
・
24

日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方
（
学

生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
３
回
ワ
ー

ド
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

８
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９　

岩
出

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

公

民
館
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、申
込
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
曜
消
防
講
座
開
催

　

消
防
組
合
で
は
、
平
日
に
参
加

で
き
な
い
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
防
災
体
験
学
習
を
楽
し
く
受

講
し
て
頂
く
た
め
に
行
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。

○
実
施
期
間
・
毎
月
第
１
・
３
日

曜
日
に
行
い
ま
す
。

○
実
施
場
所
・
那
賀
消
防
本
部
防

災
セ
ン
タ
ー
（
岩
出
市
中
迫
）

☆
防
災
博
士
中
級
認
定
講
座

【
日
程
】
８
月
６
日
、
８
月
20
日

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
生
対
象
の
初
級

認
定
講
座
修
了
者

【
内
容
】
防
災
博
士
初
級
認
定
講

座
修
了
者
を
対
象
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
防
火
・
防
災
・
応
急

手
当
を
学
び
ま
す
。

☆
上
級
救
命
講
習
会

【
日
程
】
９
月
３
日
午
前
９
時
か

ら
17
時
ま
で

【
対
象
者
】
中
学
生
以
上

【
内
容
】
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

止
血
法
・
搬
送
法
な
ど
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
す
。（
受
講
者
に
は
修

了
証
・
ミ
ニ
救
急
セ
ッ
ト
進
呈
）

☆
お
こ
の
み
講
座

【
日
程
】
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
の

午
後
〜

【
内
容
】
受
講
者
の
要
望
に
応
じ

て
、
各
種
の
防
災
体
験
学
習
を
行

い
ま
す
。

「
各
講
座
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

（
℡
61

７
２
５
９
）
へ
電
話
で

申
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

催　

し

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル
開
催
中
!!

　

８
月
31
日
ま
で

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

○
入
場
料

　

小
学
１
年
生
以
上
は
１
回
の
入

場
料
200
円
（
乳
幼
児
は
無
料
）

※
回
数
券
（
６
枚
綴
）
を
千
円
で

販
売
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用

下
さ
い
。

○
留
意
事
項

　

小
学
３
年
生
以
下
の
児
童
（
乳

幼
児
を
含
む
）
は
、
必
ず
保
護
者

同
伴
と
し
ま
す
。

（
保
護
者
１
人
で
同
伴
で
き
る
子

供
は
２
人
ま
で
）

暮らしの情報
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総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時

　

８
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

募　

集

保
育
所

臨
時
職
員
の
募
集

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
保
育
士

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
臨
時
調
理
員

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
提
出
書
類

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

保
育
士
証
ま
た
は
調
理
師
免
許

証
の
写
し

○
勤
務
開
始
年
月
日

　

平
成
18
年
９
月
１
日
㈮

○
面
接
日
等
詳
細
は
後
日
通
知

○
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈫
〜
８
月
15
日
㈫

○
そ
の
他

　

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

内
線　

３
２
５
・
３
３
９

自
衛
官
等

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

◎
募
集
種
目

　

・
看
護
学
生

　

・
防
衛
大
学
校

　

・
防
衛
医
科
大
学
校
等

◎
受
付
期
間

　

９
月
８
日
㈮
〜
９
月
29
日
㈮

◎
試
験
日
（
一
次
試
験
）

　

・
看
護
学
生

　
　
　

10
月
15
日
㈰

　

・
防
衛
医
科
大
学
校

　
　
　

11
月
４
日
㈯
〜
５
日
㈰

　

・
防
衛
大
学
校

　
　
　

11
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

◎
説
明
会

　

・
８
月
18
日
㈮

　

・
10
時
〜
16
時
（
随
時
）

　

・
那
賀
振
興
局

　
　

２
階
小
会
議
室

　
　
（
那
賀
総
合
庁
舎
）

◎
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
和
歌
山
募
集
案
内
所

　

☎
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

相　

談

和
歌
山
県
子
ど
も
の

人
権
専
門
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

　

８
月
28
日
㈪
か
ら
９
月
３
日
㈰

ま
で

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
一
一

○
番
」
を
開
設
！

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

30
分
ま
で
（
但
し
、
土
曜
日
、
日

曜
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）

　

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

☎
０
５
７
０

０
７
０

１
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

委
員
室
内
）

―
相
談
内
容
等
―

①　

い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
・

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
問
題
に
つ
い
て
、
子
ど

も
の
人
権
専
門
委
員
が
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。

②　

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と

直
接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

③　

９
月
４
日
以
降
も
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
）
ま
で
同
じ
電
話
番
号

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
休

日
及
び
夜
間
は
留
守
番
電
話

に
な
り
ま
す
。）

行
政
相
談

開
設
の
お
知
ら
せ

日
時　

８
月
24
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

63

３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

 

納　

期

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険

税
第
３
期
の
納
期
限
は
、

8
月
31
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報
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現
在
は
、
予
防
医
学
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
、
自

分
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
岩
出
市
国

民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
岩
出
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
及

び
納
付
誓
約
を
交
わ
し
履
行
中

の
世
帯

◎
定　

員

　

１
６
０
名
以
内

◎
検
査
費
用
額

３
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
受
検

者
に
は
、
５
，
０
０
０
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
検
査
項
目

身
体
計
測
・
視
力
聴
力
検
査
・

血
液
検
査
（
一
般
・
血
清
・
生

化
学
）・
尿
便
検
査
・
血
圧
・

心
電
図
・
眼
底
・
肺
活
量
・
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
造
影
検
査
・

腹
部
超
音
波
検
査

◎
検
査
機
関

　

富
田
病
院

　
　

岩
出
市
紀
泉
台
２
番
地

　

那
賀
病
院

　
　

紀
の
川
市
打
田
1282
番
地

◎
申
し
込
み
先

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み

は
一
切
受
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係

ま
で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
30
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係

ま
で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金

貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
次
の
と
お
り
、
補
助
し
て

い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

１
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
法
人
等
事
務
所
は
除
く
）

２
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方
３
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
３
月
３
１
日
ま
で
の

期
間
に
処
理
機
を
購
入
し
、

自
己
の
住
居
に
設
置
で
き
る

方
４
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

５
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の

随
時

•
補
助
予
定
台
数
40
台
に
達
し

た
場
合
は
そ
の
時
点
で
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
〇
、〇
〇
〇
円
と

す
る
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す
る
。

＊
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
か
ら

農
作
物
を
守
れ
！

　

電
気
柵
等
設
置
補
助

　

制
度
の
お
知
ら
せ

　

山
間
部
に
お
い
て
農
作
物
を
イ

ノ
シ
シ
等
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
気
柵
等
を
設
置
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

岩
出
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
防
止
の
た
め
、
電
気
柵
等
設

置
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と

は
、
農
林
経

済
課
（
内
線

２
３
７
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

暮らしの情報
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差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
17
年

7
月
1
日
か
ら
9
月
５
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
か
ら
10
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
が
、
小
さ
い
時
か
ら
、
か

よ
っ
て
い
る
さ
ん
ぱ
つ
屋
さ
ん

の
、
お
じ
さ
ん
と
、
お
ば
さ
ん
は
、

耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
話
す
事
も

出
来
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
わ

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

お
ば
さ
ん
と
、
お
じ
さ
ん
と
、

お
母
さ
ん
が
、
手
で
話
を
し
て
い

る
様
子
を
み
て
、
ぼ
く
は
手
で
自

分
の
言
い
た
い
事
が
、
相
手
に
伝

わ
る
の
か
な
っ
て
、
手
話
と
い
う

意
味
を
知
る
ま
で
、
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
メ
モ

を
書
い
た
り
、
手
を
使
っ
て
話
を

し
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、字
を
お
ぼ
え
る
と
か
、

手
話
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
す
ご
く
が
ん
ば
っ
た
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
い
が
い
の
、
お
き
ゃ
く
さ

ん
も
い
っ
ぱ
い
来
て
、
手
話
で
話

せ
る
人
も
た
く
さ
ん
来
て
い
て
、

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
も
、
楽
し

い
と
思
う
け
ど
、
言
葉
が
つ
た
わ

ら
な
い
時
は
、
く
や
し
く
思
う
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
の
か
み
の
毛
を
き
る
し
ご
と

だ
か
ら
、し
っ
ぱ
い
す
る
こ
と
も
、

で
き
な
い
か
ら
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
な
ん
だ
な
と
ぼ
く
は
、
思

い
ま
し
た
。

　

お
き
ゃ
く
さ
ん
が
来
た
こ
と

を
、
し
ら
せ
る
た
め
に
、
か
い
て

ん
と
う
と
い
う
も
の
が
、
店
の
お

く
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
ド
ア
が

あ
く
と
、
黄
色
い
か
い
て
ん
と
う

が
、
ま
わ
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

さ
い
し
ょ
は
、
何
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
が
き
い
て
み
て
、
そ
う
い

う
こ
と
が
、
ひ
つ
よ
う
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ん
ぱ
つ
屋
さ
ん
の
、
お
じ
さ

ん
と
、
お
ば
さ
ん
に
は
、
高
校
生

佳　作

し
ょ
う
が
い
を
も
っ
て
い
て
も

山
崎
小
学
校　

3
年　

林は
や
し　

　

峻た
か
ひ
ろ大　

　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

の
、
お
兄
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

お
じ
さ
ん
と
、
お
ば
さ
ん
は
、

お
店
を
や
り
な
が
ら
、
子
ど
も
を

そ
だ
て
て
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
な
。

　

ぼ
く
が
さ
ん
ぱ
つ
し
て
も
ら
っ

て
い
る
間
、ぼ
く
の
お
母
さ
ん
と
、

お
ば
さ
ん
で
、
お
兄
さ
ん
を
、
そ

だ
て
る
の
に
、
言
葉
が
、
つ
た
わ

ら
な
い
分
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た
事

を
話
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

さ
い
き
ん
、
お
母
さ
ん
と
、
よ
く

口
で
ケ
ン
カ
を
し
ま
す
。
で
も
、

こ
の
作
文
を
書
い
て
い
て
、
も
し

ぼ
く
が
、
話
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ら
、
と
か
考
え
る
と
、
声

が
出
る
こ
と
や
、
言
い
た
い
こ
と

が
言
葉
に
出
し
て
言
え
る
事
が
、

幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
妹
と
も
、
口
で
ケ
ン

カ
を
し
ま
す
。

　

そ
の
時
い
つ
も
お
母
さ
ん
に
、

言
わ
れ
る
の
は
、「
自
分
が
言
わ

れ
て
、
い
や
な
気
も
ち
に
な
る
こ

と
は
、
人
も
、
い
や
な
気
も
ち
だ

と
思
う
や
ろ
な
。」

と
言
わ
れ
ま
す
。

　

言
葉
っ
て
、
た
い
切
な
事
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
言
で
、
ケ
ン
カ
に
な
っ

た
り
、
な
か
な
お
り
で
き
た
り
、

話
す
事
が
で
き
な
く
て
も
、
手
話

で
つ
た
え
る
こ
と
も
、
気
も
ち
が

わ
か
る
事
は
、
い
っ
し
ょ
な
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
が
い
を
も
っ
て
い
て

も
、
そ
の
お
じ
さ
ん
と
、
お
ば
さ

ん
は
、
明
る
く
、
す
ご
く
元
気
で

す
。

　

ぼ
く
も
、
手
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
話
し
た
い
で
す
。
や

さ
し
い
気
も
ち
で
、
こ
ま
っ
て
い

る
人
を
手
だ
す
け
で
き
る
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

わかばグループ

今月は夏バテ防止「キノコの柿酢炒め」をご紹介します。

［料理のいわれ、特徴］
体にいいと言われている柿酢を油いために使ってみました。

料理名 キノコの柿酢炒め グループ名 わかばグループ

【材料】（４人分） 　　コンニャク ・・・・・・・・・・ 半丁
 Ａ（シメジ ・・・・・・・・・ 　２パック
 　　エノキダケ ・・・・・・・・・ 200ｇ
 　　人参 ・・・・・・・・・・・ 　200ｇ
 Ｂ（ベーコン ・・・・・・・・・ ２～３枚
 　　トウガラシ ・・・・・・・・・・ １本
 柿酢 ・・・・・・・・・・・・・・・ 少々
 塩、コショウ ・・・・・・・・・・ 　少々
 サラダ油　 ・・・・・・・・・・・ 　少々

【作り方】
①　Ａの材料は食べやすい程度に切る。
②　Ｂの材料も適当な大きさに切り軽く油炒めをした後、①を混
ぜ合わせてさらに炒め、柿酢、塩、コショウを入れて味をつ
ける。

暮らしの情報
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月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

8　

月

6 日 加 山 歯 科 紀の川市西大井波分 93-2 77-5655
13 日 はたなか歯科クリニック 岩出市清水 354-1 69-5511
14 月 お ち 歯 科 岩出市中島 601-4 61-7322
15 火 井関歯科医院 岩出市清水 326-4 62-2223
20 日 山本歯科矯正 紀の川市貴志川町北山379 64-3014
27 日 中西歯科医院 紀の川市打田 169-2 78-2233

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

作業主任者技能講習日程表（9月）
建設業労働災害防止協会　和歌山県支部　TEL（073）436-1327　FAX （073）426-3987

講習の名称 日　　　時 場　　　　所 受講料等 受付開始予定
※2 地山の掘削及び土止め支保工（3 日間講習） 9月 5 日㈫～9月 7 日㈭ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥16,500 8月 7 日㈪～

※ 1 石　　　　　　綿 9月22日㈮～9月23日㈯ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,900 8月21日㈪～

《注》１．講義時間は、何れもAM9:00 ～ PM5:00
　　（講義内容により、変更があります。）
２．講習会の受付は、講習会開催の約１ヶ月前からです。
３．受講料は当方に御持参戴くか、又は現金書留でお願いします。
４．受講料等には、テキスト代が含まれています。

５．定員になり次第、締め切ります。
※1　平成18年 4月より、新しく『石綿作業主任者』の資格が出来ました。
※2　『地山の掘削』と『土止め支保工』の作業主任者講習は、平成18年 4

月から労働安全衛生法の改正により同じ資格になった為、3カ日間講
習になりました。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
被

保
険
者
の
種
別
に
は
、
第
１
号
・

第
２
号
・
第
３
号
の
３
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
は
、自
営
業
・

農
林
漁
業
や
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー

等
の
方
で
す
。
第
２
号
被
保
険
者

は
、
会
社
員
・
公
務
員
等
の
方
で
、

第
３
号
被
保
険
者
は
、
第
２
号
の

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の

方
で
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間

に
、
就
職
、
結
婚
等
で
人
生
の
節

目
を
迎
え
る
と
、
加
入
の
種
別
が

変
わ
り
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、

【
就
職
】
会
社
や
官
公
庁
等
に
就

職
し
た
と
き
、
勤
務
先
で
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
加
入
の
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

【
退
職
】
60
歳
未
満
で
会
社
や
官

公
庁
等
を
辞
め
た
と
き
、
第
１
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

役
所
国
民
年
金
の
窓
口
に
届
出
が

必
要
で
す
。
こ
の
と
き
退
職
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
妻
（
夫
）
が
い

る
場
合
は
、
妻
（
夫
）
自
身
も
第

３
号
か
ら
第
１
号
に
種
別
を
変
え

る
届
出
が
必
要
で
す
。

【
結
婚
】
会
社
員
や
公
務
員
等
と

結
婚
し
、
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ

た
と
き
、
夫
（
妻
）
の
勤
務
先
に

届
出
し
、
第
３
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
妻
（
夫
）
の
収
入
が
増

え
（
パ
ー
ト
収
入
が
１
３
０
万
円

以
上
に
な
っ
た
と
き
）、
被
扶
養

配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

市
役
所
国
民
年
金
の
窓
口
に
第
３

号
か
ら
第
１
号
に
種
別
を
変
え
る

届
出
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
「
国
民
年
金
」
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金

課
、
国
民
年
金
係
ま
で
。

　
　
　

内
線　

１
６
４
〜
１
６
６

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め

の
外
部
積
み
立
て
型
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。
適
格
年
金
制
度
は

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
他
の
年
金
制
度
等
に
移
行
す

る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
す
。
中

小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
へ
移
行

す
る
際
、
適
格
年
金
資
産
の
全
額

を
移
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
事
業
主
の
メ
リ
ッ
ト
）

☆
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

☆
移
行
時
に
積
立
不
足
の
解
消
は

不
要
で
す
。

☆
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
で

は
、
移
行
時
と
加
入
後
の
事
務

手
数
料
は
不
要
で
す
。

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

☆
加
入
後
、
掛
金
（
一
八
、
○
○

○
円
以
下
）を
増
額
し
た
場
合
、

増
額
分
の
三
分
の
一
を
一
年
間

助
成
し
ま
す
。

（
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト
）

☆
退
職
一
時
金
の
制
度
な
の
で
六

○
歳
以
下
で
も
退
職
金
を
受
け

取
れ
ま
す
。

☆
退
職
所
得
と
し
て
、
税
法
上
優

遇
さ
れ
ま
す
。

☆
転
職
し
た
場
合
、
前
の
企
業
で

の
掛
金
納
付
実
績
を
通
算
で
き

ま
す
。

（
お
問
合
わ
せ
先
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

電
話　

０
３

３
４
３
６

０
１
５
１

国
民
年
金
の
種
別
変
更
届
に
つ
い
て

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
制
度
に
つ
い
て

暮らしの情報
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第
１
回
岩
出
市
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
５
月
27
日
㈯

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果　
（
優
勝
チ
ー
ム
）

•
Ａ
ク
ラ
ス

　

Ａ
ゾ
ー
ン　

マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
Ａ

　

Ｂ
ゾ
ー
ン　

セ
ミ
セ
ミ
ズ

　

Ｃ
ゾ
ー
ン　

Ａ
ｙ
ｅ
ｒ
ｓ

•
Ｂ
ク
ラ
ス

　

Ａ
ゾ
ー
ン　
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
ズ
Ａ

　

Ｂ
ゾ
ー
ン　

紀
ノ
川
ド
ル
カ
ス

•
Ｃ
ク
ラ
ス

　

た
く
な
ほ
，
Ｓ

２
０
０
６
年

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳

　

短
水
路
大
会
（
門
真
会
場
）

○
日
時

　
　

５
月
13
日
㈯
〜
14
日
㈰

○
場
所　

な
み
は
や
ド
ー
ム

○
結
果　

和
歌
山
県
選
出
選
手

　
　
　
　

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｓ
所
属

〔
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

男
子
〕

○
60
〜
64
歳
の
部　

銀
メ
ダ
ル

　
　

菱
山　

直
彦　

１
分
41
秒
55

〔
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
男
子
〕

○
60
〜
64
歳
の
部　

金
メ
ダ
ル

　
　

菱
山　

直
彦　

８
分
03
秒
28

〔
100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
男
子
〕

○
合
計
280
〜
319
歳
の
部

　

銀
メ
ダ
ル

　
　

嶋
・
田
中
・
菱
山
・
南
部

　
　
　
　
　
　
　
　

１
分
17
秒
39

〔
25
ｍ
自
由
型　

男
子
〕

○
60
〜
64
歳
の
部

　
　

菱
山　

直
彦　

15
秒
03

〔
25
ｍ
背
泳
ぎ　

男
子
〕

○
75
〜
79
歳
の
部　

金
メ
ダ
ル

　
　

嶋　

孝
夫　
　

21
秒
29

〔
100
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
男
子
〕

○
合
計
280
〜
319
歳
の
部

　

金
メ
ダ
ル

　
　

嶋
・
南
部
・
田
中
・
菱
山

　
　
　
　
　
　
　
　

１
分
06
秒
32

〔
50
ｍ
自
由
型　

男
子
〕

○
75
〜
79
歳
の
部　

銀
メ
ダ
ル

　
　

南
部　

昌
昭　

39
秒
23

〔
50
ｍ
背
泳
ぎ　

男
子
〕

○
75
〜
79
歳
の
部　

金
メ
ダ
ル

　
　

嶋　

孝
夫　

48
秒
13

○
70
〜
74
歳
の
部　

銅
メ
ダ
ル

　
　

田
中　

忠　

58
秒
70

〔
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

男
子
〕

○
60
〜
64
歳
の
部

　
　

菱
山　

直
彦　

39
秒
76

《
岩
出
市
制
施
行
記
念
》

第
一
回
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク

ふ
れ
あ
い
大
会
（
ト
リ
プ
ル
ス
の
部
）

○
日
時　

平
成
18
年
６
月
４
日
㈰

○
場
所　

岩
出
市
大
宮
緑
地

　
　
　
　

総
合
運
動
公
園

○
結
果

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
部

　

１
位　

東
公
園
・
ヴ
ォ
ク
シ
ー

　
　
　
　
（
大
山
、
大
山
、
福
庭
）

　

２
位　

大
和
街
道

　
　
　
　
（
小
谷
、
上
垣
、
椚
田
）

　

３
位　

三
田
・
Ｃ

　
　
　
　
（
竹
藤
、
豊
島
、
岩
橋
）

　

４
位　

岩
出
く
ち
な
し

　
　
　
　
（
小
原
、
門
川
、
吉
野
）

　

交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
部

　

２
位
の
部　

岩
出
く
れ
な
い

　
　
　
　
（
谷
口
、
武
田
、
吉
本
）

　

３
位
の
部　

Ｋ
Ｐ
Ｃ
１

　
　
　
　
（
山
本
、
木
村
、
亀
岡
）

　

４
位
の
部　

岩
出
か
く
ば
ん

　
　
　
　
（
藤
田
、
辻
、
藤
田
）

な
お
、
来
る
11
月
26
日
㈰
に
、
根

来
の
「
若
も
の
広
場
」
に
お
い
て

近
畿
、
県
内
か
ら
愛
好
者
が
集

い
、
ダ
ブ
ル
ス
の
部
が
開
催
さ
れ

ま
す
。（
予
定
）
ペ
タ
ン
ク
に
興

味
を
お
持
ち
の
方
は
、
岩
出
市
ペ

タ
ン
ク
協
会
（
代
表
・
辻
内
Ｔ
Ｅ

Ｌ　

62

５
７
８
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
い
ま
、
会
員
募
集
中
で
す
。

第
15
回
紀
北
中
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
６
月
10
日

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
〔
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕

　
　

・
優
勝　

山
東　

俊
介

　
　
　
　
　
　

尾
方　

裕
樹

　
　
　
〔
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕

　
　

・
優
勝　

尾
方　

裕
樹

　
　

・
２
位　

山
東　

俊
介

第
26
回
記
念
和
歌
山
県
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

○
日
時　

６
月
11
日
㈰

ス
ポ
ー
ツ　

主
な
大
会
結
果

○
場
所

　

県
営
紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場

○
結
果　

岩
出
Ｊ
Ｃ
所
属

　

・
200
Ｍ　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

田
中　

昭

　

・
400
Ｍ　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

田
中　

昭

　

・
5000
Ｍ　

Ｍ
45
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
２
位　

山
本　

尚
志

　
　
　
　
　

Ｍ
55
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

安
部　

誠
治

　
　
　
　
　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

樫
葉　

正
亮

　

・
2000
Ｍ
傷
害　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

樫
葉　

正
亮

　

・
砲
丸
投　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

山
本　

和
弘

　

・
円
盤
投　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

山
本　

和
弘

　

・
ハ
ン
マ
ー
投　

Ｍ
60
ク
ラ
ス

　
　
　
　

第
１
位　

山
本　

和
弘

川
柳
岩
出

も
っ
た
い
な
い
言
い
つ
つ
さ
ら
を
買
っ
て
い
る　
　

藤
井　

幸
子

奥
様
を
亡
く
し
た
友
の
う
す
い
影　
　
　
　
　
　
　

村
中　

悦
男

名
川
柳
湧
い
て
は
消
え
る
夢
の
中　
　
　
　
　
　
　

山
崎　
　

稔

現
代
の
知
恵
何
程
と
四
神
達　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
取
真
ち
か

こ
こ
だ
け
の
話
信
じ
て
お
い
て
か
れ　
　
　
　
　
　

湯
川　

夕
陽

日
傘
抜
け
ギ
ラ
ギ
ラ
熱
く
な
る
地
球　
　
　
　
　
　

湯
峯　

保
子

ク
ー
ル
ビ
ズ
ネ
ク
タ
イ
外
し
通
勤
す　
　
　
　
　
　

吉
田　

泰
司

大
木
も
双
葉
も
大
地
は
公
平
に　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

良
一

迷
路
に
も
思
案
を
す
れ
ば
あ
る
出
口　
　
　
　
　
　

上
岡　

正
直

ト
レ
ビ
で
も
ス
リ
に
注
意
と
念
押
さ
れ　
　
　
　
　

榎
本　

風
花

日
の
丸
を
背
負
う
気
で
い
る
豆
の
蔓　
　
　
　
　
　

小
倉　

ア
サ

幸
せ
は
花
火
の
よ
う
に
パ
ッ
と
消
え　
　
　
　
　
　

小
谷　
　

啓

逢
う
人
と
律
儀
に
言
葉
掛
け
て
い
る　
　
　
　
　
　

田
村　

政
治

全
山
が
青
葉
若
葉
で
市
を
祝
う　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
羽　

正
義

遊
園
地
孫
が
有
料
爺
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

斌

ゴ
ミ
出
し
で
曜
日
知
り
ま
す
定
年
後　
　
　
　
　
　

福
田　

武
幸

暮らしの情報
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

　夏休み期間中、小・中学生は自由研究や宿題などで図書
館を利用する機会が増えると思います。
利用者の増加を予想し新刊の購入も行っていますが、すべ
ての子どもたちの分をそろえることはできません。夏休み
中は、お早めに計画的な利用をお願いします。

　夏休みです。図書館は連日 1000 人を越す利用者でにぎ
わっています。多くの方の利用は大変うれしいことですが、
「図書館マナー」が気になります。
　大きな声を出したり走り回ったりする子ども、立ち話を
する大人、子どもが騒いでいるのに注意しない保護者など
…他の利用者に迷惑をかける行為が多く見られます。
　また、飴やガムの包み紙が落ちていたり、噛んだガムが
そのまま落ちていたりすることもあります。図書館内では
飴やガムはもちろんすべての飲食、携帯電話の使用も禁止
されています。誰もが気持ちよく利用できるよう「マナー
アップ」にご協力ください。

　図書館の本が泣いています。水濡れした本、一部を刃物
で切り取られた本、ページごとちぎり取られた本など、次
の方に貸し出せない状態で返ってきた本がありました。落
書きや汚れで貸し出せないものもあります。図書館資料は、
みなさんの大切な税金で購入した「みんなの財産」です。
大切に利用してください。なお、借りた資料を破損した時

には、図書館職員にお知らせください。破損に気づいた場
合もお知らせください。

　岩出市のホームページより、下記の市内図書施設にある
本の蔵書検索ができます。岩出市ホームページ画面の「岩
出図書館」をクリックしてください。図書等の蔵書状況は、
反映するまで多少の時間がかかりますので、ご注意くださ
い。
［岩出市内図書施設］
・岩出図書館・駅前ライブラリー
・総合保健福祉センター図書室
・中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室
○岩出市ホームページアドレス
　http://www.town.iwade.wakayama.jp/
※その他公民館・市内小中学校の蔵書も検索できますが、
取り寄せることはできません。
　インターネット予約については、現在のところ利用でき
ませんので、併せてご了承ください。

夏休みの利用は計画的に！

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です。

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

8月のカレンダー

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

今こそ「マナーアップ」にご協力を！

どう思いますか？  本が泣いています…

ご存じですか？インターネットで蔵書検索

［第１部］10：30～
～ビデオ上映～
クロがいた夏（アニメ80分）
　小学生の伸子は、ある日、母親を失った子
猫を拾った。戦争の最中、人間でさえ食べる
物に困る状況で、父は猫を飼うことに反対す
るが、そんな父にやっと許してもらい、” クロ”
と名付けられた子猫は家族の一員となる。そ
んな家族にも、戦争の脅威は容赦なく襲い掛
かってくる…。

［第２部］13：30～
～講演会～（中学生以上）
命  なによりも  なによりも大切
　　～被爆体験を通して～
　　講師　作家　山本真理子さん
•一時保育あり（１歳から就学前まで）
※一時保育を希望される方は 8月 8日まで
にお申し込み下さい。
•手話通訳あり

夏休み特別企画
「原爆・戦争と平和」
8月12日㈯

岩出図書館 大会議室
入場無料

（いずれも当日先着 100 名）
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２
９
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山
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出
市
西
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０
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℡
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６
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６
２
ー
２
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４
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本
紙
は
古
紙
配
合
率
70
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市の人口と世帯（平成 18年 6月末日現在）　総人口 51,445 人　男 24,864 人　女 26,581 人　世帯数 19,042

プールでの事故を防ぐため、小学3年生以下の児童（乳幼児を含む）の
入場は、必ず保護者同伴でお願いします。

写
真
は
、
堀
口
の
市
民
プ
ー
ル
で
す
。
撮
影
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

市
民
プ
ー
ル
は
、
８
月
31
日
ま
で
開
場

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

あ
つ
〜
い
夏

プ
ー
ル
は
最
高
！

交
通
公
園
（
堀
口
）
の

信
号
機
・
道
路
標
識
等

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

〝
交
通
ル
ー
ル
〞を
楽
し
く
学
ぼ
う
　

交
通
公
園
は
、
小
さ
な
子
ど

も
と
一
緒
に
交
通
ル
ー
ル
を
学

べ
る
よ
う
に
と
、
昭
和
51
年
に

町
民
プ
ー
ル
と
併
設
し
て
建
設

さ
れ
た
公
園
で
す
。

　

公
園
内
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
学
ぶ
た
め
の
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

交
差
点
や
道
路
標
識
、
横
断
歩

道
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
！
市
民
プ
ー

ル
と
同
様
、
交
通
公
園
も
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
〜
い
。


